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１ 先人に学ぶ

２ 当社のバイヤー心得

３ 稲葉浩志からの提言





１_１ 喜一郎常務から購買（調達）担当者への
戒め「購買係心得帳」から

１_２ 南雲雅善の教え
「利益を生み出す資材調達」から

１_３ 藤巻幸夫の名言から



１_１ 喜一郎常務から購買（調達）担当者への
戒め「購買係心得帳」

豊田喜一郎
プロフィール
豊田喜一郎（とよだ きいちろう、
1894年6月11日ー1952年3月27日）
日本の経営者、技術者、トヨタ自動車
創業者



１_１ 喜一郎常務から購買（調達）担当者への
戒め「購買係心得帳」

第１条 ベストバイ
第２条 納期遵守
第３条 不具合発生時の対応（フィードバック）
第４条 サプライヤー選定（複数購買）
第５条 コンペチター投入
第６条 自製化時の留意点（コスト差）
第７条 決裁ルール（単価）
第８条 注文書への押印



１_１ 喜一郎常務から購買（調達）担当者への
戒め「購買係心得帳」

第 ９条 サプライヤー巡回
第１０条 接待、贈答は断る
第１１条 サプライヤー対応は自席で
第１２条 高飛車にならない（通知文、電話等）
第１３条 職場コミュニケーション（材料価格）
第１４条 納期の全体最適化

URL:	
  http://blog.livedoor.jp/aoki1162201/archives/51172436.html



URL:	
  https://www.youtube.com/watch?v=a7kmFunXxbg



http://blog.livedoor.jp/aoki1162201/archives/51172436.html
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１_１ 喜一郎常務から購買（調達）担当者への
戒め「購買係心得帳」

第 ９条 サプライヤー巡回
第１０条 接待、贈答は断る
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第１条 ベストバイ

受け持ち部品の材料の良否、値段、工作の良否、
工賃等を研究し、常に材料の原価及び適切な工賃
より計算して、無理のない範囲内で最も安く優秀
な部品の買い入れに努力すること。



第４条 サプライヤー選定（複数購買）

購買先の選定には特に注意を払うこと。
各方面にアンテナをめぐらし、他に優秀なところ
がないかどうかを常に研究しておくこと。
１部品に対してはなるべく２ヶ所に注文すること
を原則とする。（中略）
３ヶ所以上の場合には、なるべく従来の注文先に
迷惑のかからないように特に注意しながら、値段
が高く、不良が多いところへの注文を順次減少さ
せていって差し支えない。



第１２条 高飛車にならない（通知文、電話等）

注文先に出す書簡は会社を代表して出すことにな
るため、会社の対面を損することのないよう出来
るだけ丁寧な文句を使用すること。（中略）
また電話をかける場合も尊大振りな電話の対応を
することを慎むこと。
そのようなつまらないことで先方の感情を害する
ことは、購買係の拙劣であることを示すこととな
るため、部長は常に電話のかけ方が悪い場合は注
意すること。



１_２ 南雲雅善「利益を生み出す資材調達」

南雲雅善
プロフィール
南雲 雅善（なぐも まさよし）

東芝エンジニアリング（株）調達部
部長



1_２ 南雲雅善「利益を生み出す資材調達」

一流バイヤーの条件

（１）知（専門知識）

（２）行（行動力・実行力）

（３）意（問題意識）

１９９９年２月１５日発行 PHP研究所



一流バイヤーの条件

（１）知（専門知識）
①商品知識：構造・機能・特性・用途、
ライフサイクル、代替品、競合品、
主要材料、原単位、製造方法・工程・設備、
リードタイム、原価分析・限界コスト、
技術開発動向（製品・製造）、
CD・VAポイント、為替の影響等



一流バイヤーの条件

（２）行（行動力・実行力）
専門知識を組織が必要とする具体的な成果
に結びつける
理屈抜きで要求を実現する胆力



一流バイヤーの条件

（３）意（問題意識）
専門知識を行動力に結びつけるものが
問題意識



1_３ 藤巻幸夫の名言

プロフィール
藤巻幸大（ふじまき・ゆきお、
1960年1月5日ー2014年3月15日）
日本の実業家、バイヤー。
上智大学経済学部経営学科卒業後、
伊勢丹に入社。同社で名物バイヤー
として活躍した。



１_３ 藤巻幸夫の名言

（１）若いうちは「急がば回れ」、場数を踏んだら
「善は急げ」。

（２）出世とは『世に出る』と書く。会社に評価して
もらうためではなく、どこに行っても通用する自分
になるために頑張ること。

（３）沈黙が金で雄弁が銀なら、私は迷わず銀を選ぶ。





行動基準として規程化（９カ条）

１ 遵法に則り、積極的な組織行動を推進する

２ 取引先から接待を受けることは厳禁とする

３ 購入製品の原価分析のプロを目指す

４ 自分が担当する購入製品の市場価格の把握に努める

５ 取引先との良い関係を構築する



６ 関係部門と情報共有し、密な信頼関係構築に努める

７ やりとり、協議内容はメール等で記録を残す

８ 同業他社の状況を常にウォッチ、先進事例のベンチ
マークにより調達プロセス改革に努める

９ グループ行動基準に則り行動する



プロとしての自覚





３_１ 人はコストでありリスクであると自覚する

３_２ 法律を意識すること

３_３ プロとして学び続けること



この項でお話しする内容は本当にヤバい事項が含まれている
場合があります。

会場を出たらきれいさっぱり忘れてください。

Special TalkSpecial Talk



１ 人はコストでありリスクであると自覚する



１ 人はコストでありリスクであると自覚する







【不正のトライアングル】

客観的事情

不正行為

主観的事情

機会

不正行為の実行を可能ないし、
容易にする客観的環境

正当化

不正行為の実行を積極的に
是認しようとする主観的事情

動機

不正行為を実行することを欲
する主観的事情

やろうと思えば
いつでもできる

「良心の呵責」
を乗り越える

不正行為しか見
えなくなった心境



Special TalkSpecial Talk





サプライヤーの誘いに乗らない

サプライヤーと結託しない

サプライヤーを踏み台にしない



No!



３_１ 人はコストでありリスクであると自覚

３_２ 法律を意識すること

３_３ プロとして学び続けること



私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律
（昭和二十二年法律第五十四号）
第１９条

事業者は、不公正な取引方法を用いてはならない。



下請法（下請代金支払遅延等防止法）



職業安定法
（昭和二十二年十一月三十日法律第百四十一号）
第４４条

何人も、次条に規定する場合を除くほか、労働者供給事業
を行い、又はその労働者供給事業を行う者から供給される
労働者を自らの指揮命令の下に労働させてはならない。



(1)作業の完成について事業主としての財政上及び法律上のすべての
責任を負うものであること

(2)作業に従事する労働者を、指揮監督するものであること

(3)作業に従事する労働者に対し、使用者として法律に規定されたす
べての義務を負うものであること

(4)自ら提供する機械、設備、器材(業務上必要なる簡易な工具を除
く。)若しくはその作業に必要な材料、資材を使用し又は企画若し
くは専門的な技術若しくは専門的な経験を必要とする作業を行うも
のであつて、単に肉体的な労働力を提供するものでないこと

請負の４要件



法人税法施行規則
（昭和四十年三月三十一日大蔵省令第十二号）
第５９条第２項、第６７条第２項

第５９条第２項：前項に規定する起算日とは、帳簿につい
てはその閉鎖の日の属する事業年度終了の日の翌日から二
月（法第七十五条の二（確定申告書の提出期限の延長の特
例）の規定の適用を受けている場合には二月にその延長に
係る月数の期間を加えた期間とし、清算中の内国法人につ
いて残余財産が確定した場合には一月とする。以下この項
において同じ。）を経過した日をいい、書類についてはそ
の作成又は受領の日の属する事業年度終了の日の翌日から
二月を経過した日をいう。



法人税法施行規則
（昭和四十年三月三十一日大蔵省令第十二号）
第５９条第２項、第６７条第２項

第６７条第２項：普通法人等は、前条第一項に規定する帳
簿及び前項各号に掲げる書類を整理し、第五十九条第二項
（帳簿書類の整理保存）に規定する起算日から七年間、こ
れを納税地（前項第一号に掲げる書類にあつては、当該納
税地又は同号の取引に係る国内の事務所、事業所その他こ
れらに準ずるものの所在地）に保存しなければならない。



証憑保存期間





法律による制限を逸脱しない

無知から脱法的状況を生じさせない

法律との付き合い方を学ぶ



民事訴訟法
（平成八年六月二十六日法律第百九号）
第２２８条第４項

私文書は、本人又はその代理人の署名又は押印があるとき
は、真正に成立したものと推定する。



私文書への押印の意義

証拠能力を高める



民事訴訟法
（平成八年六月二十六日法律第百九号）
第２２８条第４項

私文書は、本人又はその代理人の署名又は押印があるとき
は、真正に成立したものと推定する。



稲葉浩志

３_１ 人はコストでありリスクであると自覚

３_２ 法律を意識すること

３_３ プロとして学び続けること



ジンザイの４つの型

人材
（ビギナー）

人罪
（ルーザー）

人財
（リーダー）

人在
（フォロワー）

マインド

スキル

（高）

（高）
（低）



３ プロとして学び続けること

人生を豊かにする



人生を豊かにする

１）好奇心を満たす
学べば学ぶほど痛感する無知

２）適応能力を磨く
予測困難な時代の生き抜く

３）老化防止
学び続ける人は老いない





サプライヤーは師



サプライヤーとのよりよい関係を
築く為に！



あなたは、
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